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九州大中層大気大循環モデルのM L T領域での潮汐波の変動についてＳトランスフォームを使用して解析を行い，
Migrating tideは振幅位相ともに安定しているのに対し，non-migrating tideは非常に不安定であり，７～８日以上
の周期で変動していることが示された。

また，経度方向の振幅の非一様性についても解析を行い，振幅が小さい領域は様々な波数の潮汐波の重ね合わ
せによる節になっていることが示された。

九州大中層大気大循環モデルは地表面から高度150 kmまでの領域をカバーする大循環モデルである。このモデ
ルの放射過程はdiurnal cycleを持っており，これによって太陽熱潮汐が励起される。今回の発表ではこのモデルの
M L T領域での一日潮汐波について特にその変動に注目し，Ｓトランスフォームを使用して解析を行う。使用する
データは，北半球秋分点に太陽を固定して積分したデータを，１時間ごとに３０日間サンプリングしたものであ
る。

解析の結果によると，Migrating tideは振幅位相ともに比較的安定しているのに対し，non-migrating tideは非常
に不安定である。特に振幅の変動幅は振幅それ自身と同程度であり，振幅位相ともに７～８日以上の周期で変動
していることが分かった。

また，振幅分布の経度方向の非一様性についても解析を行い，振幅が小さい領域は様々な波数の潮汐波の重ね
合わせによる節が形成されていることが分かった。

また，変動の緯度方向の分布については東西方向の波数が小さいモードについては，H o u g h関数の形に近い分
布を保って変動しているが，高波数のモードについては片方の半球に偏った変動の分布を示すことが分かった。
これは高波数のモードについては背景の平均東西風によるドップラー効果の影響が大きいためと解釈される。

各波数のモード毎に，振幅の時間高度断面図を作成し，各モードの下層からの振幅変動の伝播についても解析
を行ったが，顕著な下層からの変動の伝播は見られなかった。この結果は振幅変動の原因が単に下層の励起源の
分布に依るのではなく，伝播過程の複雑な変動の結果に依ることを示唆している。


